
　　　　

＜月別交通事故の発生件数 ＞

＜月別歩行者・自転車の死傷者数＞

＜時間帯別の発生件数＞

＜原因別発生状況(歩行者)＞ 　　＜原因別発生状況(自転車)＞

「こども」は、15歳以下で、かつ、中学生以下を示す。

※　「２月から３月」、「５月から６月」及び「９月から10月」にかけて多発する傾向にある。

※　時間帯別では、１４時から１８時までの間の発生が最も多い。

※　歩行中と比較して、自転車乗用中による事故の割合が非常に高い。

別添１

大阪での過去５年間におけるこどもの交通事故の主な特徴
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飛び出し
33.3%

横断歩道外

横断 9.6%

駐車車両の直前

直後横断 3.5%

幼児のひとり歩き 3.5%
路上遊戯 3.1%信号無視 2.4%

走行車両の

直前直後横断 1.6%

その他の違反
6.0%

違反なし
37.0%

安全不確認
49.6%

一時不停止 11.9%

動静不注視 10.9%

交差点安全進行
3.7%

信号無視 2.6%

脇見運転 0.9%

運転操作不適 0.4%

漫然運転 0.3%

右折 0.2%
その他の違反

4.7% 違反なし
14.9%


